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資料
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添付資料11　既存施設利用状況
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添付資料14　既存木の位置図

2 ○ 7 第1章 第5節 5 (5) エ (5)　運営業務 ― （計画的な人権・同和問題研修の実施を含む。）

3 ○ 10 第1章 第5節 12
表 3　本施設の
各工事期の対

象範囲

4 ○ 19 第1章 第10節 4 (1)
(1)　営業日・営

業時間等

各施設の営業日について、年末年始（12/27～1/5）は休園日とす
る。その他、定期点検期間等を踏まえ、年間3日間程度までは休
館して良いものとする。

各施設の営業日について、年末年始（12/27～1/5）は休園日とす
る。その他、定期点検期間等を踏まえ、年間12日間程度までは休
園して良いものとする。

5 ○ 20 第1章 第10節 4 (2) (2)　利用料金
また、事業者は、駐車場利用者から利用料金を徴収し、その料金
を収入とすることができる。

また、事業者は、駐車場利用者から利用料金を徴収し、その料金
を収入とすることができる。（駐車場の有料化は必須とはしませ
ん。事業者提案によるものとします。）

6 ○ 23 第1章 第10節 8
事業期間終了

時の措置

事業期間の終了時、事業者は、本施設から速やかに退去するこ
と。
なお、事業者は、事業契約期間満了後に本市が本施設について
継続的に維持管理及び運営業務を行うことができるように、事業
契約期間満了日の約3年前から本施設の維持管理及び運営業務
に係る必要事項や操作要領、申し送り事項その他の関係資料を
本市に提供する等、事業の引き継ぎに必要な協議・協力を行うこ
と（事業契約期間満了以外の事由による事業終了時の対応につ
いては、事業契約書にて示す。）。

事業期間の終了時、事業者は、本施設から速やかに退去するこ
と。
なお、事業者は、事業契約期間満了後に本市が本施設について
継続的に維持管理及び運営業務を行うことができるように、事業
契約期間満了日の約3年前から本施設の維持管理及び運営業務
に係る必要事項や操作要領、申し送り事項その他の関係資料を
本市に提供する等、事業の引き継ぎに必要な協議・協力を行うこ
と（事業契約期間満了以外の事由による事業終了時の対応につ
いては、事業契約書にて示す。）。
また、選定事業者が付帯施設を整備している場合、原則として、
当該付帯施設を撤去して市に引き渡すこと。ただし、事業期間終
了前に市と事業者とで協議し、撤去する必要がないと市が判断し
た場合、市に対して当該施設を無償で譲渡するものとする。

7 ○ 27 第2章 第3節 3 (1) カ
(1)　地域性・景

観性
カ　事業用地内の既存の桜、やまもも、きんもくせいの木につい
て、可能な限り移植して利用できるよう配慮すること。

ア　事業用地内の既存の桜、やまももの木について、移設可能か
診断したうえで、可能な限り移植して利用できるよう配慮すること。
（添付資料14　既存木の位置図参照）

8 ○ 27 第2章 第3節 3 (2) カ
(2)　環境保全・
環境負荷低減

カ　地球温暖化防止の観点から、ZEB Ready相当以上の水準に適
合する施設とすることとし、ZEB認証を取得すること。なお、対象施
設は観客席、クラブハウス、弓道場とする。

カ　地球温暖化防止の観点から、ZEB Ready相当以上の水準に適
合する施設とすることとし、ZEB認証を取得すること。なお、対象施
設は観客席、クラブハウス、弓道場のうち、いずれかの施設で取
得するものとする。
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9 ○ 32 第2章 第3節 7 (2) セ
セ　テレビ共同

受信設備
(b)　受信料等の受信に係る費用は、事業者負担とする。 (b)　NHK等の受信に係る費用は、事業者負担とする。

10 ○ 42 第2章 第4節 2 (1) ア (ｵ) (b) （ｵ）　観客席

(b)　観客席は2階建てとし、1階には管理室、医務室、更衣室・シャ
ワー室、トイレ（男・女・バリアフリー）、器具庫、市登録団体倉庫
（50㎡程度）を設置し、2階には観客席を400席以上設けること。な
お、観客席はクラブハウスと合築することを可能とするが、すべて
の利用者が利用しやすい配置計画とすること。また、合築する場
合は各要求水準に満たす諸室を整備すること。 ただし、各施設で
重複する諸室は各要求水準を満たすことを前提に、1室にまとめ
て計画することも可とする。

(b)　観客席は2階建てとし、1階には管理室、医務室、更衣室・シャ
ワー室、トイレ（男・女・バリアフリー）、器具庫、市登録団体倉庫
（50㎡程度）を設置し、2階には観客席を400席以上設けること。な
お、観客席はクラブハウス等と合築することを可能とするが、すべ
ての利用者が利用しやすい配置計画とすること。また、合築する
場合は各要求水準に満たす諸室を整備すること。 ただし、各施設
で重複する諸室は各要求水準を満たすことを前提に、1室にまと
めて計画することも可とする。

11 ○ 43 第2章 第4節 2 (1) ウ
ウ　フレキシブ

ルコート

(a)　雨天時でも使用できるよう、屋根を整備すること。なお、屋根
の高さは競技実施に支障のない設定とすること。また、壁側には
シートカーテン等を設置すること。

(a)　雨天時でも使用できるよう、屋根を整備すること。なお、屋根
の高さは競技実施に支障のない設定とすること。

12 ○ 44 第2章 第4節 2 (1) エ エ　弓道場
(d)　矢場、的場のほか、矢取道（屋根付き）、審判席、道具室等必
要な諸室を設けること。

(d)　矢場、的場のほか、矢取道（屋根付き）、審判席、道具室等必
要な諸室を設けること。なお、弓道場は観客席等と合築することを
可能とするが、すべての利用者が利用しやすい配置計画とするこ
と。なお、合築する場合は各要求水準に満たす諸室を整備するこ
と。ただし、各施設で重複する諸室は各要求水準を満たすことを
前提に、1室にまとめて計画することも可とする 。

13 ○ 44 第2章 第4節 2 (1) オ (ｃ)
オ　クラブハウ

ス

(c)　クラブハウスは観客席と合築することを可能とするが、すべて
の利用者が利用しやすい配置計画とすること。なお、合築する場
合は各要求水準に満たす諸室を整備すること。ただし、各施設で
重複する諸室は各要求水準を満たすことを前提に、1室にまとめ
て計画することも可とする。

(c)　クラブハウスは観客席等と合築することを可能とするが、すべ
ての利用者が利用しやすい配置計画とすること。なお、合築する
場合は各要求水準に満たす諸室を整備すること。ただし、各施設
で重複する諸室は各要求水準を満たすことを前提に、1室にまと
めて計画することも可とする。

14 ○ 46 第2章 第4節 2 (1) オ (ｷ) (a) （ｷ）倉庫
(a)　倉庫は1 階に配置し、庭球場・フレキシブルコート等からの備
品の搬出入を想定した位置に配置すること。

(a)　倉庫は1 階に配置し、庭球場・フレキシブルコート等からの備
品の搬出入を想定した位置に配置すること。なお、庭球場、フレキ
シブルコート周辺に別棟で倉庫を配置することも可能とする。

15 ○ 47 第2章 第4節 2 (2) ア (ｱ) (a) （ｱ）交流広場
(a)　交流広場は、本施設の中心に配置し、各エントランスからの誘
導を図るほか、各施設を繋ぐ空間と してクラブハウス前に整備す
ること。

(a)　交流広場は、本施設の中心に配置し、各エントランスからの誘
導を図るほか、各施設を繋ぐ空間とすること。

16 ○ 49 第2章 第4節 2 (2) ア (ｴ) (a) (ｴ) 屋外トイレ

(a)　各施設からの距離を考慮して、屋外トイレ（男子・女子・バリア
フリー）を2棟以上適宜整備すること。うち1棟については、男子トイ
レに大便器2基及び小便器4基、女子トイレに6基、多目的トイレを1
室設けること。

(a)　各施設からの距離を考慮して、屋外トイレ（男子・女子・バリア
フリー）を2棟以上適宜整備すること。なお、クラブハウスや観客席
等の建物と一体とし、外部から使用できるつくりとした場合は、棟
数に含めても良いこととする。

17 ○ 51 第2章 第4節 2 (2) イ (ｲ) ａ (a)
(ｲ) 駐車場・駐

輪場

(a)　本施設内に一般利用者用駐車場を400台程度整備すること。
なお、常時駐車可能な駐車台数は300台程度とし、それ以外はサ
ブ広場や芝生広場等を臨時駐車場として利用できるように整備す
ること。常設駐車場のうち一部については、利用が少ない曜日・時
間帯において多目的な利用スペースとして整備しても良いこととす
る。

(a)　本施設内に一般利用者用駐車場を400台程度整備すること。
なお、常時駐車可能な駐車台数は250台以上とし、それ以外はサ
ブ広場や芝生広場等を臨時駐車場として利用できるように整備す
ること。常設駐車場のうち一部については、利用が少ない曜日・時
間帯において多目的な利用スペースとして整備しても良いこととす
る。
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18 ○ 51 第2章 第4節 2 (2) イ (ｲ) ａ (ｄ)
(ｲ) 駐車場・駐

輪場
(d)　本施設内に大型バス用駐車場を10台程度整備すること。

(d)　本施設内に大型バス用駐車場を適切に整備し、大会開催時
などに一般利用者が支障なく駐車できるような計画とすること。

19 ○ 52 第2章 第4節 2 (2) イ (ｴ)
（ｴ）地下式調整

池
―

(d)　地下式調整池を2期工事で整備する場合は、維持管理、運営
業務及び施設利用に関して支障がでないように計画すること。

20 ○ 55 第3章 第2節 1 (2)
1.　基本的な考

え方
(2)　本事業の着手に先立つ近隣住民への説明や調整並びに境
界調査は本市が実施する。

(2)　本事業の着手に先立つ近隣住民への説明や調整は本市が
実施するが、当該説明や調整の実施あたり、事業者は本市に最
大限協力するものとする。なお、境界調査は事業者が実施するこ
ととする。

21 ○ 55 第3章 第2節 1 (5)
1.　基本的な考

え方

(5)　設計又は建設時において、地域住民、地域の中学生又は小
学生等が参画できる機会を創出すること。なお、当該参画機会の
実施、運営については、事業者の提案によるものとするが、事前
に本市と協議の上進めること。

(5)　設計又は建設時において、地域住民、地域の中学生又は小
学生等が参画できる機会を創出すること。なお、当該参画機会の
実施、運営については事業者が実施することとし、その内容に関
しては事業者の提案によるものとするが、事前に本市と協議の上
進めること。

22 ○ 65 第5章 第1節 1
業務の対象範

囲

事業者は、維持管理業務仕様書、維持管理業務計画書、事業契
約書、本書、応募時の提案書類に基づき、本施設の機能を維持
し、施設の運営に支障を及ぼすことがなく、かつ、作業等が快適に
できるように、次の内容について、その性能及び機能を常時適切
な状態に維持管理すること（「資料8　主な維持管理業務項目詳細
一覧（参考）」参照）。

事業者は、維持管理業務仕様書、維持管理業務計画書、事業契
約書、本書、応募時の提案書類に基づき、本施設の機能を維持
し、施設の運営に支障を及ぼすことがなく、かつ、作業等が快適に
できるように、次の内容について、その性能及び機能を常時適切
な状態に維持管理すること。

23 ○ 76 第5章 第8節 ク
第8節　修繕業

務

ク　事業者は、事業期間全体での経常修繕及び計画修繕に必要
な経費（既存施設の計画修繕を除く。）を計上し、長期修繕（保全）
計画を作成すること。なお、毎事業年度の修繕費は、事業者が提
案した年額を支払うこととし、執行残額は最終事業年度の終了時
に、本市に返還することを基本とするが、協議により決定する。

ク　事業者は、事業期間全体での経常修繕及び計画修繕に必要
な経費を計上し、長期修繕（保全）計画を作成すること。なお、毎
事業年度の修繕費は、事業者が提案した年額を支払うこととし、
執行残額は最終事業年度の終了時に、本市に返還することを基
本とするが、協議により決定する。

24 ○ 76 第5章 第8節 ケ
第8節　修繕業

務

ケ　地下式調整池の性能が維持できるよう定期的に清掃を行うこ
と。また、本施設の各施設の機能および性能を維持するよう、人工
芝（多目的広場（メイン）、テニスコート、フレキシブルコート）の張り
替え、陸上トラック舗装修繕、照明（多目的広場（メイン）、テニス
コート）修繕等を事業期間中に適宜実施すること。

ケ　地下式調整池の性能が維持できるよう定期的に清掃を行うこ
と。また、本施設の各施設の機能および性能を維持するよう、人工
芝（多目的広場（メイン）、テニスコート、フレキシブルコート）の張り
替え、陸上トラック舗装修繕、照明（多目的広場（メイン）、テニス
コート）修繕等を事業期間中に適宜実施すること。ただし、人工芝
に関しては、事業期間内の性能が担保できる仕様であれば、市と
協議のうえ全面張替を不要とすることを認める。

25 ○ 80 第6章 第1節 7 (5) （5）研修等 ― イ　計画的に人権・同和問題研修を行うこと。

26 12
表 公園施設を

設置する場合の
使用料

― ※総額が100円に満たない場合は100円とする
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27 12
表 公園施設を

管理する場合の
使用料

― ※総額が100円に満たない場合は100円とする


